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（
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（
五
）
　
公
益
法
人
法
の
展
開
（
本
号
）
　
二
　
公
益
法
人
の
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
（
五
）
　
公
益
法
大
法
の
展
開
　
本
項
に
於
て
は
既
述
「
（
二
）
公
益
法
人
法
の
沿
革
」
が
公
益
法
人
関
保
護
立
法
を
編
年
別
に
観
察
し
た
の
に
対
し
、
そ
れ
ら
公
益
法
人
の
内
容
を
個
々
の
関
係
に
於
て
看
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
公
益
法
人
法
の
、
Ａ
展
開
の
起
因
、
Ｂ
展
開
の
諸
様
相
、
Ｃ
展
開
の
限
界
の
順
で
考
察
す
る
。
Ａ
　
展
開
の
起
因
　
（
ａ
）
　
一
の
結
合
は
組
織
を
持
つ
に
至
る
と
自
ら
動
き
出
す
。
法
人
の
実
体
は
社
会
的
結
合
体
で
あ
る
が
、
彼
は
自
ら
の
存
続
の
た
め
に
内
部
組
織
を
国
家
及
社
会
の
変
化
に
応
じ
つ
つ
、
絶
え
ず
変
転
す
る
。
言
換
え
る
と
、
法
人
は
法
理
論
上
そ
の
存
続
の
永
久
性
　
　
　
　
　
　
　
昌
が
期
待
せ
ら
れ
る
が
、
実
体
は
必
ず
し
も
、
永
久
継
続
的
な
社
会
的
条
件
を
固
有
し
て
い
な
い
か
ら
、
社
会
に
適
応
し
、
自
己
の
存
続
の
た
め
に
常
に
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
々
の
法
人
は
斯
く
て
、
自
ら
の
包
含
す
る
契
機
に
因
っ
て
変
化
す
る
と
同
時
に
法
人
の
社
会
も
亦
展
開
す
る
。
後
者
の
原
因
は
法
人
の
数
の
増
減
に
基
く
。
公
益
法
人
数
の
逐
年
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
他
に
触
の
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
数
の
増
加
は
各
自
、
生
存
の
た
め
に
互
に
競
争
に
勝
と
う
と
し
、
又
は
協
力
し
よ
う
と
し
、
や
が
て
法
人
れ
機
能
の
分
化
、
専
門
化
を
招
く
。
法
人
の
機
能
の
専
門
化
は
生
産
力
を
高
め
つ
つ
、
そ
れ
が
又
、
法
人
の
数
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
斯
く
て
数
と
質
の
増
加
は
相
互
に
働
き
っ
つ
、
法
人
の
展
開
の
起
因
と
な
る
。
　
（
ｂ
）
　
更
に
公
益
法
人
は
、
自
己
を
め
ぐ
る
社
会
一
般
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
公
益
法
人
は
私
的
な
非
―2m ―
営
利
事
業
体
と
し
て
、
社
会
の
経
済
的
競
争
に
圧
迫
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
或
は
法
人
の
変
質
、
衰
退
を
招
き
、
或
は
国
家
の
保
護
を
仰
ぐ
に
至
ら
し
め
る
。
　
（
ｃ
）
　
公
益
法
人
は
亦
、
公
益
法
人
法
理
念
、
若
は
公
益
法
人
政
策
に
よ
っ
て
も
展
開
す
る
。
公
益
法
人
法
の
理
念
は
、
各
人
が
、
「
人
間
ら
し
い
生
活
」
を
す
る
た
め
に
、
良
質
多
量
の
福
祉
を
生
産
し
、
公
平
に
分
配
し
且
つ
、
生
産
分
配
関
係
が
安
全
な
秩
序
の
下
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
斯
る
理
念
が
、
個
々
の
公
益
法
人
の
意
識
的
な
目
的
定
立
と
い
う
姿
で
な
さ
れ
た
か
又
は
、
無
意
識
的
な
社
会
過
程
と
い
う
形
態
で
行
わ
れ
た
か
は
と
に
か
く
、
一
の
、
絶
え
ず
よ
り
意
識
的
と
な
り
、
よ
り
目
的
的
と
な
る
歴
史
上
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
わ
な
い
。
公
益
法
人
政
策
は
右
の
法
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
公
益
概
念
の
不
明
確
か
ら
明
確
化
、
法
人
の
社
会
に
行
わ
れ
る
慣
習
か
ら
立
法
化
、
公
益
法
人
法
の
国
法
体
系
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
個
人
の
受
け
る
福
祉
の
増
加
な
ど
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
せ
ら
れ
る
。
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展
開
の
諸
様
相
　
公
益
法
人
法
が
上
記
の
起
因
の
下
に
如
何
な
る
様
相
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
か
を
考
察
し
よ
う
。
　
（
ａ
）
　
ま
ず
、
公
益
法
人
自
体
の
展
開
に
つ
い
て
。
公
益
法
人
自
体
の
展
開
と
い
う
と
き
、
公
益
法
人
が
他
の
団
体
又
は
社
会
に
対
す
る
力
の
増
減
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
公
益
法
人
自
体
の
質
的
、
量
的
変
化
（
従
っ
て
多
く
は
法
人
の
構
造
の
変
化
及
法
人
の
構
成
員
数
若
く
は
法
人
数
の
増
減
）
及
事
業
の
質
的
、
量
的
変
化
（
従
っ
て
多
く
は
公
共
の
福
祉
の
生
産
の
多
寡
）
を
指
す
。
法
人
の
数
は
一
般
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
共
に
、
法
人
の
事
業
組
織
も
大
規
模
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
は
事
業
の
性
質
か
ら
、
社
会
の
影
響
か
ら
、
又
国
の
政
策
か
ら
な
ど
と
そ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
法
人
の
事
業
に
基
く
点
を
み
た
い
。
法
人
の
量
、
質
の
変
化
は
、
第
一
に
そ
の
事
業
の
分
化
に
基
く
。
一
体
、
公
益
法
人
に
於
て
、
福
祉
の
生
産
力
の
増
強
は
至
上
の
要
請
で
あ
る
が
、
福
祉
の
数
量
は
一
般
的
に
み
る
と
経
済
的
福
祉
が
概
し
て
増
加
し
つ
つ
あ
る
の
に
反
し
て
、
文
化
的
福
祉
は
、
受
益
者
各
人
の
満
足
を
得
る
こ
と
は
難
く
、
従
っ
て
、
そ
の
生
産
は
或
は
進
み
、
或
は
停
滞
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
は
一
方
福
祉
の
生
産
力
を
高
め
る
た
め
に
、
そ
の
内
容
の
方
面
の
分
化
、
ひ
い
て
は
分
業
を
招
き
、
他
方
、
経
営
の
強
化
の
た
め
に
相
互
に
協
力
す
る
に
至
る
。
か
く
て
、
分
業
は
公
益
法
人
の
分
派
を
生
じ
、
又
、
法
人
の
構
成
員
の
知
識
、
技
能
の
専
門
化
は
や
が
て
、
経
営
の
強
力
化
と
相
俟
っ
て
、
法
人
を
大
規
模
化
へ
と
導
く
。
事
業
の
分
化
集
中
は
、
法
人
の
性
格
、
構
造
の
変
化
を
起
し
易
い
。
更
に
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
法
人
組
織
の
変
更
を
促
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
従
来
の
民
法
法
人
が
新
立
法
（
例
、
日
本
育
英
会
法
、
私
立
学
校
法
、
日
本
赤
十
字
社
法
、
商
工
会
議
所
法
）
に
よ
り
、
夫
々
の
法
上
の
組
織
を
変
更
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
法
律
上
、
解
散
の
自
由
が
な
く
、
且
つ
公
的
性
質
の
強
い
法
人
は
、
自
ら
の
手
で
再
び
他
の
組
織
に
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
斯
る
制
限
は
な
く
、
し
か
も
、
法
人
の
設
立
趣
意
書
、
自
治
法
規
等
に
組
織
変
更
を
禁
じ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
法
人
の
同
一
性
が
失
わ
ず
且
つ
、
よ
り
よ
く
法
人
の
目
的
が
達
成
せ
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
組
織
変
更
を
認
め
て
差
支
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
、
厳
格
に
云
え
ば
、
民
法
法
人
の
如
き
、
社
団
、
財
団
の
区
別
は
沿
革
的
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に
も
性
質
上
も
異
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
組
織
法
は
強
行
法
的
性
質
を
持
っ
て
い
て
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。
然
し
、
現
実
に
於
て
、
設
立
者
は
’
社
団
、
財
団
何
れ
の
形
式
の
法
人
を
も
設
立
し
得
る
し
、
社
団
・
財
団
の
中
間
的
法
人
は
立
法
上
（
例
、
社
会
福
祉
事
業
法
、
放
送
法
）
、
事
業
上
（
既
述
）
認
め
ら
れ
、
更
に
宗
教
法
人
相
互
間
に
於
て
は
そ
の
組
織
が
社
団
の
場
合
（
宗
教
法
人
法
二
・
２
）
と
財
団
の
場
合
（
開
法
二
・
１
）
の
変
更
は
規
則
の
変
更
を
も
っ
て
な
し
得
る
（
開
法
二
六
）
と
な
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
斯
る
解
釈
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。
法
人
事
業
の
分
化
及
集
中
は
更
に
法
人
の
合
併
の
必
要
を
生
ぜ
し
め
る
。
こ
こ
で
合
併
と
は
二
つ
以
上
の
公
益
法
人
が
解
散
の
手
続
を
経
な
い
で
合
体
す
る
こ
と
を
云
う
。
何
ら
か
の
法
主
体
の
減
少
を
来
す
の
で
あ
っ
て
、
組
織
変
更
が
法
人
の
組
織
の
質
的
変
化
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
合
併
は
法
人
の
数
的
変
化
で
あ
る
。
公
的
公
益
法
人
及
一
、
二
の
私
的
公
益
法
人
は
法
律
上
、
設
立
及
解
散
の
自
由
が
な
く
、
従
っ
て
合
併
の
自
由
も
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
民
法
は
、
法
人
の
合
併
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
一
体
に
、
公
益
法
人
は
設
立
の
沿
革
に
各
々
特
殊
の
事
情
が
あ
り
、
そ
の
運
営
に
於
て
も
独
自
の
も
の
が
あ
っ
て
、
形
式
的
に
は
と
に
か
く
、
実
質
的
、
内
容
的
に
共
通
性
を
欠
く
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
、
法
人
の
合
併
は
営
利
法
人
の
如
く
で
は
な
か
っ
た
。
然
し
、
合
併
の
必
要
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
近
来
特
に
経
営
の
必
要
が
合
併
を
促
す
に
至
っ
た
。
こ
の
場
合
、
合
併
の
規
定
が
な
け
れ
ば
、
解
散
の
方
法
に
よ
り
、
事
業
の
停
止
、
淸
算
、
登
記
等
種
々
煩
雑
な
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
合
併
の
予
想
せ
ら
れ
る
二
、
三
の
私
的
公
益
法
人
に
つ
い
て
は
合
併
の
規
定
（
例
、
私
立
学
校
法
五
、
社
会
福
祉
事
業
法
五
一
、
宗
教
法
人
法
四
二
）
を
置
い
た
。
公
益
法
人
法
の
進
歩
の
一
つ
で
あ
る
。
　
民
法
は
法
人
の
組
織
に
社
団
と
財
団
と
の
み
認
め
る
。
両
者
は
夫
々
特
質
が
あ
っ
て
、
そ
の
特
質
に
応
じ
た
運
営
が
行
わ
れ
る
が
然
し
、
そ
の
反
面
欠
点
も
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
実
際
の
必
要
は
、
斯
る
欠
点
を
避
け
両
者
の
長
所
を
採
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
ま
づ
、
法
人
の
機
構
に
於
て
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
財
団
法
人
が
会
員
制
度
を
置
い
て
、
会
員
に
、
社
員
に
似
た
地
位
の
一
部
を
与
え
た
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り
、
財
団
的
法
人
が
経
営
委
員
会
を
置
い
て
、
経
営
委
員
会
に
解
散
権
を
与
え
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
斯
る
中
間
的
性
格
を
持
つ
法
人
は
初
め
民
法
法
人
の
中
に
多
か
っ
た
が
其
の
後
新
立
法
は
こ
れ
を
法
律
に
明
定
し
て
、
斯
る
も
の
の
地
位
を
確
立
し
た
。
民
法
の
沿
革
か
ら
み
れ
ば
斯
る
制
度
は
異
端
者
か
も
知
れ
な
い
が
、
法
が
社
会
の
要
求
に
応
じ
て
制
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
之
亦
公
益
法
人
法
の
一
歩
前
進
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
云
い
得
よ
う
。
中
間
的
法
人
を
立
法
に
よ
り
認
め
る
こ
と
は
、
実
際
社
会
に
一
般
に
存
在
す
る
法
人
組
織
の
慣
行
を
、
国
法
が
是
認
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
多
く
行
わ
れ
て
い
る
自
治
法
規
を
整
理
し
て
立
法
化
し
た
も
の
に
例
え
ば
、
機
関
の
規
定
が
あ
る
。
一
般
に
機
関
は
一
度
成
立
す
る
と
、
自
分
の
任
務
が
、
法
人
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
、
そ
の
仕
市
の
勢
力
の
拡
大
の
た
め
に
先
き
へ
先
き
へ
と
、
進
展
し
て
い
く
性
質
を
持
つ
。
従
っ
て
機
関
の
規
定
は
法
人
の
機
構
中
極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
法
人
の
理
事
そ
の
他
の
機
関
は
法
人
の
事
業
、
規
模
に
応
じ
て
置
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
民
法
は
、
法
人
の
理
事
は
一
人
で
足
り
る
と
し
た
。
（
民
法
五
二
）
。
然
る
に
厘
々
単
独
理
事
又
は
逆
に
過
大
な
数
の
理
事
の
弊
害
を
識
ら
さ
れ
た
た
め
、
且
つ
、
理
事
に
公
共
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
そ
の
数
、
選
任
方
法
、
任
期
な
ど
に
っ
い
て
規
定
を
設
け
る
立
法
が
戦
後
現
れ
た
。
例
え
ば
、
理
事
の
数
に
つ
い
て
は
、
二
人
―
六
人
（
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
一
〇
）
三
人
以
上
（
社
会
福
祉
事
業
法
三
四
、
宗
教
法
人
法
一
八
）
三
人
―
一
〇
人
（
商
工
会
議
所
法
三
二
）
三
人
―
六
八
人
　
（
日
本
赤
十
字
社
法
一
六
）
五
人
（
放
送
法
二
四
）
五
人
以
上
（
私
立
学
校
法
三
五
）
五
人
―
七
人
（
私
立
学
校
振
興
会
法
）
の
如
く
で
あ
る
。
斯
る
立
法
は
お
お
む
ね
、
従
来
の
法
人
の
事
実
上
採
用
し
た
も
の
を
制
度
化
し
た
も
の
が
多
い
。
法
人
の
機
関
は
、
法
人
が
自
主
性
を
持
つ
た
め
に
法
人
の
構
成
員
又
は
設
立
者
の
手
に
よ
っ
て
選
任
せ
ら
れ
る
の
が
正
し
い
。
然
る
に
、
法
人
の
事
業
が
公
的
性
質
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
機
関
の
選
任
も
亦
、
国
家
が
干
与
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
例
え
ば
私
立
学
校
振
興
会
法
（
一
三
）
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
（
一
二
）
の
如
き
。
表
面
上
は
、
そ
の
選
任
に
つ
い
て
の
み
国
家
の
干
与
が
あ
る
が
如
き
で
209
あ
る
が
そ
の
事
務
処
理
に
国
家
公
権
力
の
入
る
余
地
の
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
も
、
法
人
に
於
け
る
自
主
性
と
公
共
性
の
二
の
理
念
の
相
矛
盾
す
る
場
が
見
ら
れ
る
。
更
に
私
的
法
人
に
於
て
も
理
事
に
対
す
る
一
般
的
不
信
か
ら
Ｉ
、
二
の
法
律
は
理
事
監
事
中
、
一
定
数
以
上
の
親
族
が
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
（
私
立
学
校
法
三
八
、
社
会
福
祉
事
業
法
三
四
）
。
理
事
の
任
期
に
つ
い
て
も
類
似
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
理
事
は
多
く
の
場
合
、
法
人
に
対
し
て
物
質
的
・
精
神
的
に
縁
敗
者
が
選
任
せ
ら
れ
易
い
。
従
っ
て
斯
る
理
事
は
法
人
に
対
し
て
熱
意
を
持
つ
と
同
時
に
法
人
を
利
己
的
に
利
用
す
る
可
能
性
も
強
い
。
従
来
、
公
益
法
人
の
不
振
の
原
因
は
斯
る
理
事
が
長
く
そ
の
地
位
に
停
っ
て
法
人
を
私
物
視
し
た
り
、
法
人
の
公
共
的
地
位
を
自
己
の
社
会
的
勢
力
に
悪
用
し
た
場
合
に
あ
っ
た
。
斯
く
て
、
私
的
公
益
法
人
法
に
於
て
は
そ
の
任
期
を
法
人
の
任
意
に
任
せ
て
い
る
が
　
（
民
法
三
七
・
三
九
、
宗
教
法
人
法
一
二
、
私
立
学
校
法
三
〇
、
但
し
社
会
福
祉
事
業
法
三
四
条
は
二
年
以
内
、
日
本
赤
十
字
社
法
　
一
九
条
は
三
年
と
す
る
）
、
公
的
公
益
法
人
法
は
二
股
に
短
期
に
規
定
し
て
い
る
（
私
立
学
校
振
興
会
法
二
三
条
は
二
年
、
放
送
法
二
八
条
は
三
年
、
商
工
会
議
所
法
三
六
条
は
三
年
以
内
、
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
一
三
条
は
四
年
）
。
但
し
、
何
れ
も
再
選
重
任
を
禁
止
し
て
い
な
い
。
更
に
、
評
議
員
制
度
も
、
自
治
法
規
が
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
例
で
あ
る
。
自
治
法
規
中
、
任
意
的
記
載
事
項
は
当
該
法
人
の
特
色
を
示
し
、
そ
こ
に
又
国
法
の
固
定
性
を
救
う
柔
歌
性
が
み
ら
れ
る
。
法
人
の
組
織
、
事
業
、
経
営
の
複
雑
さ
が
民
法
法
人
に
於
て
、
評
議
員
制
度
を
生
ぜ
し
め
た
。
評
議
員
は
理
事
の
諮
問
機
関
と
な
り
、
選
出
母
体
と
な
り
、
実
質
上
は
、
法
人
の
意
思
機
関
の
役
目
を
持
つ
に
至
っ
た
立
法
が
戦
後
現
わ
れ
た
。
例
え
ば
日
本
育
英
会
法
（
八
）
私
立
学
校
振
興
会
法
（
一
七
ー
一
九
等
）
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
（
一
八
ー
ニ
○
等
）
社
会
福
祉
事
業
法
（
四
〇
）
私
立
学
校
法
（
四
〇
）
は
評
議
員
又
は
評
議
員
会
を
置
い
て
法
人
の
重
要
な
事
務
に
参
加
す
べ
き
も
の
と
な
し
た
。
そ
の
他
、
従
来
の
法
人
機
関
の
観
念
を
拡
張
し
た
も
の
に
代
議
員
会
（
法
人
の
意
思
機
関
と
す
る
。
日
本
赤
十
字
社
法
二
一
、
二
二
）
経
営
委
員
会
（
委
員
は
首
相
の
任
命
に
か
か
り
、
日
本
放
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協
会
の
意
思
機
関
で
あ
る
。
放
送
法
一
三
等
）
と
か
、
意
思
機
関
た
る
理
事
を
置
く
（
そ
の
任
期
二
年
で
あ
り
、
又
法
人
の
解
散
権
あ
り
と
す
る
。
社
会
福
祉
事
業
法
三
四
、
四
四
、
四
七
等
）
な
ど
異
色
あ
る
も
の
が
現
れ
た
。
　
（
ｂ
）
　
既
述
の
よ
う
に
公
益
法
人
は
、
そ
れ
自
体
の
カ
に
よ
っ
て
展
開
す
る
と
共
に
、
社
会
か
ら
の
様
々
な
影
響
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
貧
困
か
ら
の
脱
出
、
文
化
生
活
へ
の
向
上
は
人
類
の
不
断
の
希
望
で
あ
る
が
、
公
益
法
人
は
斯
る
事
業
を
行
う
も
の
と
し
て
社
会
に
期
待
せ
ら
れ
、
こ
の
期
待
は
、
法
人
を
し
て
常
に
数
・
質
を
増
大
す
べ
き
立
場
に
置
く
。
更
に
社
会
に
於
け
る
個
人
の
分
化
が
進
む
と
共
に
、
同
質
の
要
求
・
協
働
の
要
求
の
傾
向
が
作
用
し
て
、
法
人
の
成
立
の
勢
が
加
わ
っ
て
来
、
又
、
社
会
に
於
け
る
人
口
の
増
加
又
は
成
員
の
分
化
に
よ
っ
て
、
個
人
の
結
社
の
自
由
は
増
加
し
、
法
人
の
分
脈
は
進
み
法
人
数
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
例
え
ば
こ
れ
を
東
京
都
の
主
管
法
人
の
実
際
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
本
統
計
は
前
掲
関
潔
「
公
益
法
人
大
観
」
か
ら
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
集
計
を
急
い
だ
た
め
多
少
の
誤
差
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
）
　
こ
の
表
の
中
、
最
後
の
昭
和
二
〇
年
乃
至
二
七
年
の
設
立
数
に
は
、
臨
時
立
法
に
よ
る
中
央
官
庁
よ
り
の
移
管
に
よ
る
も
の
な
ど
が
加
わ
っ
た
が
、
と
に
か
く
終
戦
前
の
幾
度
か
の
立
法
に
際
会
す
る
毎
に
一
年
平
均
凡
そ
二
倍
づ
つ
の
増
加
率
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
増
加
の
著
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大
さ
を
示
す
も
の
と
云
い
得
よ
う
。
　
公
益
法
人
は
社
会
の
影
響
を
受
け
て
質
的
変
化
を
す
る
。
公
益
法
人
は
二
の
経
済
単
位
と
し
て
、
社
会
の
経
済
的
影
響
に
処
す
る
た
め
、
場
合
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
公
益
事
業
は
最
小
限
に
狭
め
て
、
他
の
公
益
事
業
を
経
済
的
に
援
護
す
る
立
場
に
自
己
を
置
き
又
は
公
益
事
業
を
収
益
的
に
経
営
す
る
と
か
、
或
は
会
員
制
を
設
け
て
会
費
収
入
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
財
団
的
性
格
に
社
団
的
性
格
を
加
味
す
る
が
如
き
こ
と
が
屡
々
行
わ
れ
る
。
こ
れ
が
後
日
、
立
法
に
よ
り
私
立
学
校
、
振
興
会
、
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
の
如
き
援
護
財
団
的
事
業
を
主
目
的
と
す
る
法
人
を
生
み
、
又
収
益
事
業
を
公
益
事
業
と
共
に
行
う
こ
と
を
認
め
る
に
至
ら
し
め
た
（
例
、
私
立
学
校
法
、
宗
教
法
人
法
、
社
会
福
祉
事
業
法
）
。
更
に
公
益
法
人
は
信
用
を
保
つ
た
め
法
人
及
社
会
一
般
の
利
益
保
護
の
た
め
に
そ
の
独
立
固
有
性
が
明
か
に
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
法
人
の
氏
名
も
そ
の
人
格
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
、
法
上
尊
重
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
不
法
に
侵
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
し
、
既
に
登
記
し
た
法
人
の
名
称
の
如
き
は
、
商
法
の
規
定
を
類
推
し
て
名
称
専
用
権
を
認
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
近
時
の
二
、
三
の
立
法
は
、
こ
の
理
論
に
依
り
、
公
益
法
人
の
名
称
専
用
権
を
認
め
た
（
社
会
福
祉
事
業
法
二
三
、
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
法
八
、
私
立
学
校
振
興
会
法
八
、
商
工
会
議
所
法
三
）
の
は
適
当
と
さ
れ
よ
う
。
又
私
的
公
益
法
人
中
小
規
模
の
も
は
屡
々
理
事
そ
の
他
の
実
権
者
の
家
計
と
法
人
財
産
と
混
同
さ
れ
、
こ
れ
が
法
人
の
不
正
と
不
振
の
原
因
と
な
っ
た
。
又
法
人
財
産
の
種
類
が
不
明
確
な
た
め
、
そ
の
処
分
に
よ
っ
て
、
法
人
の
財
産
的
基
礎
を
危
く
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
政
府
は
こ
れ
ら
の
た
め
命
令
（
例
、
文
部
省
令
三
九
号
、
明
三
二
年
、
「
文
部
大
臣
ノ
主
管
二
属
ス
ル
法
人
ノ
設
立
及
監
督
二
関
ス
ル
規
程
」
）
を
も
っ
て
基
本
財
産
と
通
常
財
産
の
区
分
、
及
そ
れ
ら
の
処
分
の
方
法
、
財
団
法
人
た
る
学
校
の
資
産
の
取
扱
に
関
す
る
規
定
な
ど
設
け
た
。
戦
後
、
法
人
が
収
益
事
業
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
に
至
り
、
税
法
と
の
関
係
か
ら
、
又
公
金
交
付
に
基
く
会
計
検
査
の
必
要
上
、
厳
格
な
区
分
を
要
求
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
又
寄
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財
産
は
投
資
と
異
な
り
、
公
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
原
則
と
し
て
拠
出
者
に
帰
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
残
金
財
産
の
如
き
、
解
散
法
人
と
類
似
の
目
的
に
帰
属
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
益
法
人
の
財
産
に
関
す
る
観
念
が
追
々
に
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
　
（
ｅ
）
　
国
家
は
個
人
の
「
人
間
ら
し
い
生
活
」
を
充
す
た
め
に
、
公
益
法
人
政
策
を
行
う
。
そ
れ
は
公
益
法
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
社
会
一
般
の
た
め
に
施
策
す
る
。
思
う
に
「
制
定
法
は
立
法
者
の
思
想
と
意
思
の
創
作
物
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
一
旦
、
流
れ
の
中
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
自
身
の
生
活
一
一
『
Q
主
権
意
思
と
全
く
独
立
し
た
生
活
及
事
実
上
世
間
の
意
識
(
p
o
p
u
l
a
r
8
n
s
c
i
o
u
s
n
e
s
s
)
と
調
和
し
た
生
活
を
始
め
る
」
（
C
.
K
.
A
l
l
e
n
:
L
a
w
i
n
t
h
e
M
a
k
i
n
g
｡
p
.
4
0
5
)
°
恰
も
、
法
人
自
身
が
組
織
体
と
し
て
自
己
の
生
命
を
持
ち
、
自
ら
展
開
す
る
の
に
似
て
い
る
。
然
し
法
は
そ
れ
の
み
に
止
ら
な
い
。
「
法
は
安
定
s
t
a
b
l
e
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
又
停
止
刄
日
し
て
い
て
も
い
け
な
い
。
そ
れ
故
、
法
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
思
索
は
安
定
へ
の
要
求
と
変
化
へ
の
要
求
と
の
相
衝
突
す
る
要
求
を
調
和
す
る
た
め
に
戦
っ
て
来
た
(
R
.
P
o
u
n
d
;
L
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
no
f
L
e
g
a
l
H
i
s
t
o
r
y
｡
p
.
１
）
。
変
化
へ
の
要
求
と
は
法
の
理
念
の
追
及
を
求
め
て
の
変
化
で
あ
り
、
公
益
法
人
法
と
し
て
は
多
量
良
質
な
公
益
の
生
産
と
正
義
に
適
っ
た
分
配
及
公
益
の
生
産
関
係
の
安
定
性
へ
の
要
求
で
あ
る
。
　
公
益
法
人
法
は
右
の
如
く
、
そ
れ
自
体
変
転
す
る
契
機
を
内
に
持
っ
て
い
る
が
、
国
の
公
益
法
人
立
法
の
様
相
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
公
益
法
人
法
の
制
定
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
国
の
公
益
法
人
政
策
の
最
も
重
要
な
表
現
で
あ
る
。
そ
の
立
法
は
第
一
に
、
憲
法
の
示
す
政
治
の
基
本
原
則
に
則
る
。
一
般
的
に
云
っ
て
、
明
治
憲
法
の
制
定
初
期
は
、
資
本
主
義
的
隆
昌
期
に
あ
り
、
公
益
法
人
の
存
在
は
放
任
せ
ら
れ
勝
で
あ
っ
た
。
然
し
そ
れ
も
後
期
、
特
に
末
期
に
な
る
と
、
経
済
的
不
況
、
思
想
的
動
揺
の
た
め
の
若
干
の
立
法
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
公
益
法
人
立
法
の
隆
盛
は
新
憲
法
の
示
す
、
個
人
主
義
的
政
治
体
制
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
若
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（
備
考
）
　
法
律
と
そ
の
制
定
年
は
民
法
制
定
以
来
制
定
さ
れ
た
重
要
な
公
益
法
人
法
関
係
の
も
の
を
示
す
。
な
お
こ
の
外
に
法
人
の
取
扱
に
関
す
　
　
る
法
令
が
制
定
せ
ら
れ
た
が
省
略
す
る
。
干
の
考
察
を
試
み
る
。
公
益
法
人
法
制
定
の
経
過
に
つ
い
て
は
既
に
掲
げ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
事
業
類
型
別
に
表
に
示
そ
う
。
　
こ
の
表
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
通
り
、
民
法
制
定
か
ら
凡
そ
四
十
五
年
目
の
所
謂
非
常
時
に
入
っ
て
二
の
重
要
な
立
法
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
他
は
凡
て
敗
戦
後
の
立
法
で
あ
る
。
公
益
法
人
法
は
そ
の
理
念
か
ら
二
の
基
本
的
要
請
が
派
生
さ
れ
る
。
一
方
に
は
個
人
の
自
由
、
人
格
ひ
い
て
は
法
人
の
そ
れ
を
尊
重
す
る
た
め
の
私
法
化
的
傾
向
、
他
方
、
公
共
性
の
高
い
特
殊
事
業
を
行
う
法
人
の
公
法
化
傾
向
で
あ
る
。
勿
論
原
則
的
に
は
公
益
法
人
法
そ
の
も
の
は
私
法
的
性
質
が
強
い
が
、
時
代
に
よ
り
公
法
的
規
定
が
、
或
は
加
わ
り
或
は
後
退
す
る
。
又
国
の
政
策
は
法
人
設
立
の
許
可
認
可
の
際
に
も
表
れ
る
。
認
可
に
よ
り
公
益
法
人
は
権
利
能
力
の
取
得
、
免
税
、
社
会
的
地
位
の
確
保
、
設
立
者
及
構
成
員
の
公
益
的
意
欲
の
満
足
等
を
綜
合
的
に
獲
得
す
る
か
ら
国
は
法
人
の
設
立
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
て
は
関
心
を
払
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
設
立
に
関
す
る
認
可
制
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
の
は
私
的
公
益
法
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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公
的
公
益
法
人
の
認
可
は
、
立
法
の
当
初
既
に
見
込
ま
れ
て
い
て
、
唯
形
式
的
に
法
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
か
否
か
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
私
的
公
益
法
人
法
で
は
、
民
法
は
「
許
可
」
、
社
会
福
祉
事
業
法
、
私
立
学
校
法
、
商
工
会
議
所
法
等
は
「
認
可
」
、
宗
教
法
人
法
は
「
認
証
」
と
い
う
。
こ
の
「
許
可
」
と
「
認
可
」
は
形
式
的
差
異
は
あ
る
が
、
実
質
的
な
行
政
処
分
と
し
て
は
相
違
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
「
認
可
」
等
に
際
し
て
採
ら
れ
る
主
務
庁
の
行
政
処
理
に
様
々
な
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
時
の
公
益
法
人
政
策
に
よ
っ
て
異
な
り
、
又
そ
れ
ら
事
務
を
担
当
す
る
局
課
等
の
行
政
組
織
に
よ
っ
て
も
差
か
お
り
得
る
。
後
者
の
場
合
例
え
ば
「
設
立
認
可
の
標
準
は
公
益
目
的
が
直
接
で
存
立
の
基
礎
明
白
な
も
の
に
限
る
」
（
通
産
省
昭
二
六
、
次
官
通
牒
「
通
商
産
業
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
取
扱
方
針
に
つ
い
て
」
）
の
よ
う
な
標
準
は
あ
ろ
う
が
、
此
の
場
合
と
雖
も
「
公
益
目
的
」
が
「
直
接
」
か
否
か
、
「
存
立
の
基
礎
」
が
「
明
白
」
か
否
か
等
の
判
断
は
、
社
会
、
経
済
等
の
客
観
的
状
勢
の
認
識
に
決
定
的
な
も
の
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
認
可
制
度
に
つ
い
て
変
遷
の
著
し
い
の
は
宗
教
法
人
の
場
合
で
あ
る
。
初
め
宗
教
団
体
は
民
法
三
四
条
に
拘
ら
ず
民
法
施
行
法
二
八
条
に
よ
っ
て
法
人
格
を
取
得
出
来
な
か
っ
た
。
昭
和
十
四
年
の
宗
教
団
伝
法
に
よ
っ
て
、
法
人
格
を
取
得
出
来
る
宗
数
団
体
の
種
類
は
拡
大
さ
れ
た
が
、
設
立
の
認
可
条
件
は
戦
時
体
制
に
応
ず
る
た
め
民
法
法
人
に
比
し
て
よ
り
厳
格
に
な
っ
た
。
戦
後
同
法
が
政
教
分
離
の
原
則
、
宗
教
の
自
由
等
に
基
く
宗
教
法
人
今
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
又
設
立
の
た
め
の
認
可
は
必
要
で
な
く
な
っ
た
。
こ
の
所
謂
設
立
に
関
す
る
準
則
主
義
の
採
用
は
、
公
益
法
人
の
設
立
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
其
の
後
簇
生
し
た
宗
教
法
人
が
社
会
に
害
悪
を
も
た
ら
し
た
こ
と
と
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
実
体
を
備
え
な
い
も
の
が
あ
っ
た
た
め
、
政
府
と
既
成
宗
教
団
体
と
は
相
諮
り
、
宗
教
団
体
の
宗
教
活
動
を
見
極
め
る
た
め
と
称
し
て
、
準
則
主
義
採
用
後
六
年
に
し
て
宗
教
法
人
法
の
所
謂
認
証
主
義
が
と
っ
て
代
り
、
元
の
認
可
主
義
の
線
に
近
く
後
退
し
た
。
認
証
は
唯
単
に
法
人
の
規
則
の
法
定
要
件
の
具
備
を
認
め
る
に
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高
過
ぎ
な
い
か
ら
認
可
の
設
権
行
為
と
は
異
る
と
い
わ
れ
る
。
理
論
上
行
政
行
為
の
性
質
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
然
し
問
題
は
こ
の
外
面
的
な
事
態
だ
け
に
止
ら
な
い
。
規
則
を
認
証
す
る
に
際
し
て
は
、
申
請
の
宗
教
団
体
が
真
実
に
宗
教
団
体
で
あ
る
か
否
か
の
調
査
は
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
於
て
は
認
可
と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
又
法
人
設
立
に
よ
っ
て
受
け
る
利
益
は
単
に
宗
教
法
人
の
組
織
を
強
固
に
し
免
税
又
は
財
産
保
全
等
、
主
と
し
て
財
産
上
の
利
益
に
過
ぎ
な
い
か
ら
認
証
は
宗
教
活
動
に
は
関
係
な
い
と
政
府
は
考
え
て
い
る
様
で
あ
る
が
（
篠
原
前
掲
書
）
社
会
は
宗
教
法
人
で
あ
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
宗
教
団
体
の
内
容
（
教
儀
そ
217
Ｃ
　
展
開
の
限
界
　
法
の
理
念
又
は
立
法
技
術
の
如
き
は
、
不
断
に
進
歩
し
一
度
そ
の
理
念
又
は
技
術
が
確
立
せ
ら
れ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
向
っ
て
伝
播
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
一
の
法
体
系
と
し
て
み
る
と
き
は
公
益
法
人
法
も
無
限
の
進
化
は
あ
り
得
な
い
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
自
治
法
規
を
含
め
て
の
広
義
の
公
益
法
人
法
は
、
或
は
進
み
、
或
は
停
滞
し
、
又
後
退
す
る
。
こ
れ
を
長
期
に
於
て
み
る
と
一
定
の
限
界
内
の
生
滅
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
（
ａ
）
　
公
益
法
人
は
本
稿
の
初
め
に
み
た
よ
う
に
「
公
共
の
た
め
、
積
極
的
に
公
益
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
非
営
利
的
、
非
権
力
的
性
格
」
を
持
つ
。
そ
れ
故
、
公
益
法
人
は
ま
づ
こ
の
性
格
を
超
え
て
展
開
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
若
し
、
こ
れ
を
逸
脱
す
れ
ば
公
益
法
人
の
系
列
か
ら
脱
落
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
斯
る
立
法
は
な
し
得
な
い
。
こ
の
点
、
法
人
の
自
治
法
規
に
つ
い
て
み
て
も
同
様
で
あ
る
。
法
人
は
国
家
又
は
上
位
団
体
に
対
し
て
独
立
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
い
わ
ば
、
相
218
対
的
に
独
立
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
自
治
法
規
の
規
定
も
国
法
及
び
上
位
の
自
治
法
規
の
制
限
内
に
於
て
の
み
効
力
を
有
す
る
。
従
っ
て
例
え
ば
之
を
宗
教
法
人
に
就
い
て
み
れ
ば
裁
判
所
が
「
お
よ
そ
宗
派
は
一
定
の
教
養
に
基
く
信
仰
の
下
に
統
一
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
か
ら
、
宗
内
の
秩
序
維
持
の
必
要
上
そ
の
自
治
規
則
と
も
云
う
べ
き
宗
則
中
に
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
自
由
で
あ
る
が
、
そ
の
法
律
上
の
効
力
に
関
し
て
は
、
憲
法
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
尽
し
な
い
限
度
に
於
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
（
昭
二
五
、
九
、
一
九
　
束
地
裁
下
裁
民
集
一
巻
九
号
一
四
五
四
頁
）
と
し
又
「
管
長
の
制
定
す
る
宗
派
の
宗
制
又
は
宗
派
設
立
の
際
の
宗
制
は
宗
派
な
る
包
括
団
体
を
規
律
す
る
規
則
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
規
則
中
に
宗
派
の
構
成
分
子
で
あ
る
寺
院
内
部
の
組
織
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
檀
信
徒
の
資
格
及
権
利
義
務
を
規
定
し
た
場
合
に
於
て
は
構
成
分
子
の
寺
院
は
従
前
こ
れ
と
異
る
特
別
の
寺
院
規
則
の
な
い
限
り
こ
の
規
則
に
拘
束
せ
ら
れ
る
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」
　
（
昭
二
五
・
一
二
・
二
六
、
東
京
裁
下
裁
民
集
一
巻
一
二
号
、
二
〇
二
九
頁
）
と
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
　
（
ｂ
）
　
社
会
亦
、
法
人
法
の
独
走
を
許
さ
な
い
。
公
益
法
人
の
受
益
者
又
は
設
立
者
は
社
会
に
地
盤
を
持
ち
、
法
人
の
活
動
も
亦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
社
会
に
地
盤
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
法
は
最
終
的
に
は
個
人
を
基
盤
と
す
る
。
社
会
の
是
認
し
な
い
立
法
は
存
立
し
得
な
い
し
、
社
会
の
受
け
入
れ
な
い
法
人
は
成
長
し
な
い
。
か
く
て
、
社
会
は
長
期
に
み
れ
ば
経
済
的
文
化
的
に
公
益
法
人
法
を
束
縛
す
る
。
　
（
Ｃ
）
　
公
益
法
人
法
の
展
開
は
国
家
意
思
に
ょ
っ
て
制
限
せ
ら
れ
る
、
国
は
ま
づ
、
政
治
又
は
法
の
一
般
の
理
論
が
と
る
諸
法
則
に
違
反
し
て
立
法
し
得
な
い
。
更
に
憲
法
の
示
す
基
本
原
則
に
反
し
て
制
定
出
来
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
他
の
立
法
に
抵
触
す
る
こ
と
は
、
国
法
体
系
の
統
一
の
限
度
を
越
え
て
な
し
得
な
い
。
各
法
人
の
自
治
法
規
に
対
し
て
も
、
国
家
目
的
を
遂
行
す
る
と
き
に
限
り
統
制
し
得
る
と
考
え
る
。
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